
平成２９年度 第一回 

 

学校評議員会の実施報告書 
 

学校名  岐阜県立中濃特別支援学校 

              校 長  青山 孝 

              所在地  関市桐ヶ丘２丁目３番地  電話 0575-24-1773 

 

１ 会議の名称  岐阜県立中濃特別支援学校を支える会 

 

２ 会議の構成  評議員    安井 喜代子   （有）セキカガク       取締役 

                鈴木 恵介（欠） （社）関青年会議所      理事長 

                植野 明     向山町長寿会         会長 

                菊池 啓子（欠） 中部学院大学短期大学部    教授 

                古田 裕彦    岐阜県立ひまわりの丘第一学園 次長 

         学校職員等  青山 孝     校長 

                棚橋 悦子    ＰＴＡ会長 

                山田 真治    事務部長 

                山下 雅樹    教頭（本校） 

                今井 滋行    教頭（分教室） 

                杉本 雅晴    小学部主事 

                武藤 明美    中学部主事 

                小林 雅彦（欠） 高等部主事（本校） 

                鵜飼 陽一郎   高等部主事（分教室） 

                山内 幸恵    教務主任 

 

３ 会議の目的   学校運営等について地域住民や保護者から幅広く意見を求め、教育活動の活

性化につなげるとともに、地域に開かれた学校づくりを推進することを目的と

する。 

 

４ 会議の開催  日 時：平成２９年６月２８日（水）１３：００～１５：００ 

         会 場：中濃特別支援学校分教室喫茶室(関特別支援学校内) 

         出席者：評議員３人、学校職員等９人 

 

５ 会議の概要  （１）学校評議員の委嘱 

         （２）校長挨拶 

         （３）自己紹介 



         （４）授業見学(体育) 

         （５）平成２９年度の学校概要 

         （６）各部における今年度の教育活動の重点 

         （７）「作業製品の価格設定」について（承認） 

         （８）意見及び提言 

 

 意見１：本日、保健体育の授業を参観して思ったが、保健体育をもっと増やしてはどうか。体を

もっと動かし、今日のようなバスケットボールを通して協調性が出てくる。運動神経が

よい生徒もいた。スポーツを通しての人間関係づくりが大切だと思う。 

 

 意見２：分教室と本校を行ったり来たりしている。生徒もだが、先生も大変なのではないか。 

 

 意見３：昨年度の卒業証書授与式と今年度の入学式に参列したが、様子が全く違った。卒業式を

見て、三年間の成長がすばらしいと思った。児童生徒は学校の中で守られている。在学

中に高等部卒業後に関しての保護者への支援もあるとよい。 

 

意見４：分教室は静かさが違う。挨拶もはっきりとした声でしてくれた。 

 

意見５：学園と学校の調整連絡会議が毎月行われている。担任と担当の連絡も含め、互いに何か

あったら連携を取り合いたい。 

 

意見６：作業製品の椅子は、家庭で子どもが使用している。玄関先で花瓶を置く台にすることも

できる。 

     

意見７：作業製品の皿は、使い勝手が良い。何にでも使用でき、重ねられる。また、とても軽い。 

 

意見８：作業製品の価格は適当である。 

 

６ 会議のまとめ 

  今年度は、分教室の授業の見学、高等部１年生校内作業実習の様子を撮ったビデオの視聴、分

教室の施設見学を実施した。本校と分教室の児童生徒の様子や雰囲気の違いを感じていただけた

と思う。 

作業学習の価格設定では、喫茶・ロジスティックス班の喫茶サービスを体験していただいたり、

製品を手に取ったりしながら審議していただいた。 

その他、貴重なご意見を多数いただいき、今後の当校の教育活動に生かしていきたい。 


